




































































学 内 諸 報
・ 大学教育改革特別講演会を連続開催
平成13年2月発行 学 報 第433号
固⑧＠＠
平成13年の新春を迎え， 謹んでお慶び申し上げます。
いよいよ 21世紀の幕開けと なる歴史的な年が 始 まりま
した。
こうした節目の年に あたり． 富山大学 は， 昨年来 数 々
の大学改革に取り組み， 一層の推進に努めてまいりまし
た。 関学 50 周年を契 機に 富山大学の 5つの基本理念と
基本目標を 制定し， 地域連携のスローガ ンとして「富山
の文化を世界に 豊かな科学技術で 環 日本海未来創造を」
を掲げました。 そして， 新しい文明のフロンティアを開
くべき施策として， 環境・経済・ 社会 開発を目指す「極
東地域研究センター Jや新 産業・新技術創出の萌芽と も
なるべき 人材育成のためのサテライ ト・ベンチャービジ
ネス ・ラ ボラ トリーが， 平成13年度に設置されることに
なりました。 さらに， キャンパス 環境整備としては， 昨
年来の懸案で あった 理工学系大学院棟の増築が決定する
富山大学長 時 運 貫
など大変忙しい年で ありました。
ここに． 多くの大学 構成員の皆様や地域の 各界 各層の
皆様からご賛同を賜りましたことに深く感謝の意を表し
ます。 今後 も， 21世紀 の新生富山大学が個性に輝く大学
と なるよう遁進したいと考えています。
いま， 国立大学 は大きな変革の時を迎えようとしてい
ます。 ご承知のように， 独立行政法 人化の動きで大学 は
どのように変わるのか， 独法化した場合に大学運営で生
じる変化は何か， あらゆる視点から検討されています。




立大学 は， 大学の生命で ある自主， 自律に カを尽くし，
その活動を国民から評価していただくという， 今までに
ない総合的 な観点から対応するよう， 大学の識見が問 わ
れています。
富山大学 は， これまで国立大学という立場から 産業経
済界や教育界に人材を送り出し地域に 貢献してきました。
これから も， 地域になくてはならない大学として共に生










正する省令（文部科学 18)（ 平成 13. 1.25 官報第3041
号）
（規 則）
0 人事管理文書の保存 期間（ 人事院 1- 34)（ 平成 13. 1.
19 官報号外第9号）
0 人事院規則 9- 30（特殊勤務手当）の 一部を改正する 人
事院規則 （同 9- 30・ 41)（ 平成 13. 1. 25 官報第3041号）
己���
第10図書山大学の将来計画に関する検討特別委員会









(1) マルチメディア・ コミュニケーショ ンセンター 構
想について





































一 本学試験場の 受験対象者数 は4, 067人 一
平成 13年度大学入学者選抜大学入試センター試験が 1
月 20日出， 21日（日）の二 日 間にわたり全国 一斉に 実施され
ました。 共通第 一 次学力試験から衣替えして12回目となっ
た同試験の志願者は全国で5 90, 892人で， 18歳人口が減
少する中で私立大学の利用が増加したことなどにより 昨
年より 8, 934人の増と なりました。 富山県内の志願者 は
6年ぶりに増加し， 昨年より 224人多い5, 817人でした。
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試験当 日， 富山県内では， 本学をはじめとして富山医
科薬科大学， 富山県立大学 ， 高岡法科大学及び富山国際
大学の 5大学が分 担して試験を 実施し， 本学試験場では
4, 067人の受験者が 各学部 5試験場に分かれて受験しま








志願者数 受験者数 受験率 志願者数 受験者数 受験率
外 国 語 4, 067人 3, 915人 96. 3% 5 90, 892人 5 35,925人 90. 7% 
1月 20日 地 理歴 史 4, 067 3, 437 84. 5 5 90, 892 399, 684 67. 6 
（土） 数 学 ① 4 067 3, 487 85. 7 5 90 892 401, 204 67. 9  
数 学 ② 4, 067 3, 311 81. 4 5 90, 892 35 0, 789 5 9. 4  
国 語 4 067 3, 842 94. 5 5 90, 892 5 10, 15 0 86. 3 
1月 21日 理 科 ① 4, 067 3, 125 76. 8 5 90, 892 326, 865 55. 3 
（ 日） 理 科 ② 4, 067 1, 85 7  45. 7 5 90, 892 222 5 72 37. 7 
公 民 4, 067 2, 203 5 4. 2 5 90 892 235, 775 39.9 
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第2田富山大学運営諮問会議を開催
1月 3 1 日休）， 石坂誠 一会長 （ 富山国際大学長）， 中尾
哲雄副会長 （ 富山経済同友会 代表幹 事）， 阿部謹也委員
（共立女 子大学長）， 井上孝美委員 （放送大学学園理事長），




研究センタ やーサテライ ト・ ベンチャービジネス・ラボ
ラ トリーの 新設など平成 12年度補正予算措置状況及び平














学 位 取 得
所属・職・ 氏名 工学部 助手 中 茂樹
学位の 種 類 博士（工学）九州大学
所 得 年 月 日 平成1 2年 10月 23日
学位論 文 名 二層型有機エレク トロルミ ネッセン
ス 素 子における動作機構の研究
論 文 の要旨
本論文では， トリ フェニルアミン誘導体とアルミ キノ
リノール錯体からなる二層型有機エレク トロルミ ネッセ
ンス（ EL）素 子における動作機構の検討を行った。 その結
果， 有機／金属界面の 電 子注入過程， 陰極 電極が発光特
性に及ぼす影響， および 構成材料の移動度が 電気的特性
に与える影響について明らかにした。 二層型有機EL素
子において， リチウム， カルシウム， マグネシウムといっ
た低仕事関数金属を含むアルミ ニウム合金およびマグネ
シ ウム， アルミ ニウムを陰極として用 いた有機 EL 素 子
において， 陰極材料の仕事関数が低く なるに従い， 電流
密度 一 印加 電圧特性は低 電圧側へシ フ トし， 合金中に含
まれる低仕事関数金属が 電 子注入を 担っていることを明
らかにした。 アルミ キリノール錯体単層 構造における明
らかな温度依存性から， 電荷注入過程はショ ッ トキー注
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入によるととを明らかにした。 また， 有機EL素 子の 電
気的・光学的特性がマグネシウム， アルミ ニウム， 銅陰
極の仕事関 数に影響されること および発光層の膜厚に
影響されることに注目し， この特性変化から， 十分な 電




移動度を Time-of-flight法により測定し， 二層型 素 子にお
いてホール輸送材料のホ ルー移動度が 電気的特性に与え
る影響は小さく． アルミ キノリノ ルー錯体の低い 電 子移
動度に支配されていることを明らかにした。
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動前の 所属 官職 異 動 内 H甘， 
昇 任 13. 1. 1 竹島勢都 子 経理部契 約 室 経理部契 約 室契 約第四係主任
II 奥村 譲 助教授人文学部 教 授 人文科
学部
（言語文化学科英米言語文化講座） （言語文化学 英米言語文化講座）
転 任 13. 1. 1 竹田 充輝 国立立山少年自然の家庶務課会計係会計主任 総務部人事 課職員係主任
退 職 12. 12. 20 松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦） 平成12年12月19 日限り退職
II 堰免 芳子 II II II 
II 仲谷千鶴 子 II II ” 
12. 12. 23 山口 智恵美 人文学部・理学部教務第二係 平成12年12月22日限り任期満了により退職
育児休業 12. 12. 23 中村 良恵 人文学部・理学部教務第二係 職務復帰
昌司』己！）�
大学教育改革特別講演会を連続開催
1月 10日 （水） に， 絹川正吉国際基督教大学長を講師
に招いて， 大学教育改革特別講演会が黒田講堂で開催さ
れました。
この講演会 は， 教養教育の抜本的 な見直しを進められ




し， 学生が多様化した 今， 大学 は教育のプロとして， G
PA, F D， 学生の授業評価 などを駆使し， 学生に付加
価値を付けて送り出さなけれ ば未来 はないこと， 学生に
自己教育能力を身につけさ せ， 倫理観を育成することが
教養教育の目標で あることなどを， 国際基督教大， 立命
館大などの事例を交え， 熱心に説明されました。




演終了 後 も熱心 な質疑応 答が行われるなど ， 有意義な 講
演会と なりました。
続いて ， 翌週 の 1月 16日 （火 ）には ， 中 嶋嶺雄東京 外
国 語大学長 （国大 協副会長）を 講師に招き ， 特別 講演会
が経済学部 講義室で開催されました。
中 嶋学長は ，「国際社会の変動と大学にお ける 語 学教
育Jと題して 講演し ， 社会 ， 経済， 文化の地球的規模で
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の交流が進む中 ， 大学 は国際 コミュニケーショ ンができ
る 人を養成しなけれ ばならない。 そのためには ， 英語を
学ぶのではなく ， 英語で学 ばなけれ ばならないと強調 さ
れました。
会場では ， 出席した教 職員 約 100人が熱心に 耳を 傾け ，
講演終了 後 も 質疑応 答が行われるなど有意義な 講演会と
なりました。
教育学部が富山県教育委員会との連絡協議会を開催
教育学部 は ， 1 月1 6日 （火 ）に附属養護学校 日常生活
訓練施設「ゅうゅう館J会議 室において ， 富山県教育委
員会との連絡協議会を開催しました。
県教育委員会からは ， 教育 次長 ， 県 総合教育センタ一
所長をはじめ 6人が ， 教育学部からは学部長 ， 評議員を
はじめ 8人が出席しました。
協議会では ， ①現 職教員の再教育， ②教員採用 ， ③ 学
校教育相談 実践業務に係る連携 ④教育 実習などを 課題
として ， その問題点と 対応 等について 約2時間にわたり ，
活発な話し 合いが行われました。
最 後に， 地域の教育の発 展と教育 水準の向上等 をはか
るため ， 双方の共通理解の もと ， より 一層の連携協力を
推進する ことが確認され ， 閉会しました。 企 ゅうゅう館で行われた連絡協議会
学生の就職活動を支援する各種ガイダンスを開催
本学では ， 学生の就職支援活動の 一 環として ， 主とし
て現 3年生を対象に ， 7月から 各学部及び就職委員会 ・
学生部において ， 各種の就職支援ガイダ ンスを開催して
います。
このガイダ ンス は ， 平成 9年度から就職 協 定が廃止 さ
れた ことに 伴い ， 企業の採用活動の早期化 ， 長期化 ， 採
用 方法の多様化 等 の動 きに 対応するため ， あるいは ， 昨
今の厳しい雇用 環境を理解させ， 就職を 希望する学生に ，
早くから職業観と目的意識を 持た せると共に ， 円滑 に就
職活動を行う ことができるように開催している ものです。
本年度の全学の 3年生を対象とした就職支援ガ イダ ン
ス は ， ①国家公務員採用試験の 概要と任用 制度 （ 人事院
担当官， 11月 15日）， ②自己分析と企業研究の進め方 等
（（株）リクル トー， 1 1月 15日）， ③就職適性相談会 （ 11
- 8 -
月 15日）， ④ 国家公務員採用試験省庁別説明会（ 6機関 ，




N T Tダイナミックテレマ． 1月 17 日）， 更に女子学生を
対象とした， ⑦ 雇用均等室は あなたの就職活動を応援し
ます （富山労働局， 1月 24日）， ⑧就職活動のためのセ
ンスアップのポイ ント （（株）ナリス化粧品， 1月 24日）
が 開催されています。 各種ガイダンス は模擬面接をはじ
め礼儀作法や化粧など身だしなみの 実演 コー ナを含めて
開催され， 各ガイダ ンスには最 大 300人を超える学生が
参加し， 今年度に続き， 厳しい就職 戦線が予想されるこ
とから， 講師の話にメモを取るなど真剣に聞き入 り， 時
間を越えて個別 質問や相談が行 われました。
また， 就職活動中の 現 4年生を対象として， 本年初め
て「企業説明会J が1 2月 21日同に本学学生会館で開催さ
報 第433号




1月 17日 （水）， 教育学部では， 教員の授業改善に資
するため，『 大学の授業を変える 16章』（大月書店） で知
られる浅野誠中京 大学教授を招いて， FD講演会を同学
部大会議 室で開催しました。




の 現 実にかみ 合 った授業を工夫する必要が ある。Jと指
摘されました。 その後， 授業づくりの「戦略」 と授業改
善のポイ ントについて話され， 後半は， 参加者からの，
発問 ・ 課題設定， 説明・提示， 作業， グループ活動， 討
論， 学生の授業参加などの方法についての悩みや疑問に
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事務職員啓発セミナー（第3回）を開催
1月 26日 （金）， 事務系職員を 対象とした 平成 12年度
事務職員啓発セミナー（第3 回 ） が黒田講堂で開催され
ました。
このセ ミナー は， 事務職員として大学を取り巻く 現状
を把握し， これからの大学運営等に役立てるとと もに，
行政的識見を禰養し意識の高揚を図るため， 毎 回 テーマ
を変えて開催されている ものです。
約 80名が参加した 今 回 のセミナーでは， 榊原英夫経済
学部教授が「企業会計について」 と題して1時 間半余の
講義を行いました。
講義では， 独立行政法 人の意義及び独立行政法 人会計
制度の説明が あり， 特に「複式簿記」 と「発生主義jの
考え方について事例を交え詳細な解説が行われました。
また， 財務諸表の体系， 独立行政法 人の財務報告の目的，
企業会計原則との 相違 会計基準の位置付 けについて も
概要説明が ありました。
講義後には， 今後の国立大学の独立行政法 人化を視野





時津学長は， 昨年 5月に本学を訪問された駐 日ラオス
大使 トンサイ ・ ボーデ ィサン閣下の招待を受 け， この
たびラオスを訪問しました。
1月 24日制にはラオス国立大学を訪問し， ボセンカム ・
ウォンダ ラー同大学学長と， 今後の両大学の学 術交流を
推進するための活発な意見交換を行いました。
翌 25日制には， 今後の両国 間の科学・文化の友好親善







「第44 回 日本学生科学賞J（主催：全 日本科学教育振
興委員会， 読売 新 聞 社 ， 後援：文部科学省， 環境省）に
おいて． 本学教育学部附属中学校第3学年の若林祐介君
が ，「 4本足のチョ ウの研究ージャノメチョ ウ科一」で
学校賞1位を受賞しました。
若林君は， 昨年度の中央審査において も入選1等に輝
いていますが， 今 年 はさらに上位の学校賞1位の入賞と
なりました。 継続研究の成果と中央審査への 2年連続の
出品が認 め られての受賞といえます。 このす ばらしい快
挙に， 附属中学校として も 今後の生徒の励みになると大
いに喜んでいます。
「受賞の喜びJ 若林 祐介
1月の 22日 （月） に， 新宿の京王プラザホテルで行 わ
れた 日本学生科学賞の中央表彰式に出席してきました。
今年の式は ， 昨年と は違った 形式だったためか 印象強く ，
有意義な表彰式だったと思います。 また， 今年は入賞だっ
たので， 実際に前に出て受賞することができました。
秋篠宮殿下ご夫妻の 前での表彰のた め， はじめ はとて
報 第433号
ミ2
も緊張しましたが． 賞状を受 け取ると きの喜びで， その
緊張感 もいつの聞にか吹き飛んでいました。
中学校 3年 間を通して， チ ョ ウの研究を続けてきまし
たが， 継続し根気強く取り組むことの大切さを知りまし




渡航の種類 所，属 職 氏 名 渡航 先 国 自 的 期 間
ラオス国立大学と富山大学との学 13. 1. 23 
外国出張 学 長 時 津 貢 フ オ ス 術交流を推進するための情報交換，
意見交換 13. 1. 28 
ラオス国立大学と富山大学との学 13. 1. 23 
工 学 部 教 授 升 方 勝 己 フ オ ス 術交流を推進するための情報交換 ，
意見交換 13. 1. 28 
学 生 ラオス国立大学と富山大学との学
13. 1. 23 
学 生 部 部 長 巌 釜 康 雄 フ オ ス 術交流を推進するための情報交換，意見交換 13. 1. 28 
フ フ ノ ス 極小国家の「国家的アイ デンティ 13. 1. 28 
教育学部 助教授 徳 橋 曜 べ jレ ギ ティJの社会的・経済的・文化的基盤に関する研究のための現地調イ タ 1) ア 査 13. 2. 19 
極小国家の国際政治学的な存在理
13. 1. 30 
教育学部 教 授 佐 藤 幸 男 マ jレ タ 由の学 術調査研究 13. 3. 31 
一11一一
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昌司副司』
《住所変 更》
部 局 職 氏 名
人 文 学 部




川 崎 一 朗
（教 授）
《新任者住所》
部 局 職 氏 名
教 育 学 部
文部科学教官
山 田 智 子
（教 諭）




































講師；中 嶋嶺雄東京 外国 語大学長
第5回大学教育委員会教務専門委員会
17日 第1 4回セクシュアル ・ ハラスメント等 対応委
員会
第5回施設整備委員会










20 ～21日 平成 13年度大学入学者選抜大学入試センター
試験
22日 事務局連絡会
第 1 回大学 開放事業 （ 夢大学in TOYAMA) 
実施調整委員会













富山県イ ンタ ーンシップ運営委員会 （富山第
一ホテル）
29日 事務局連絡会






｜人 文 学 部｜









18日 学部学生生活委員会 ・就職指導委員会 （ 持ち
報 第433号
回り）
24日 教授会 （ 人事）
教授会




｜教 育 学 部｜







































30日 後学期 末試験（ ～2 /2 )
学
〕恥」































1月 25日 平成 12年度国立大学附属図書館事務部長会議
（ 徳島大学）










































1 月 18日 第 1 回自己点検評価委員会
第4回運営委員会
水素同位体科学研究センター
1月 1 1日 第5回運営委員会 （ 人事に関する運営委員会）
26日 放射性同位元素等による放射線障害の防止 に
関する法律第22 条に基づく教育訓練
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